
　当社は農業・建設資材の卸売りを中心に、
飼料製造、不動産賃貸、宿泊施設（ANA ホリ
デイ・イン仙台）、飲食店運営（アクアイグニ
ス仙台内各店舗）と複数の事業を仙台市内で
展開しております。いずれの事業においても

「こだわり・安心を提供し、地域づくりに貢献
する」を共通の価値観として、創業から 130
年を超える現在も日々活動を続けております。
　「安心の提供」「地域づくり」の価値観を体
現する中では、防火・防災の観点は欠かすこ
とができないものです。特に、多くのお客様
の生命をお預かりする宿泊施設では、一層高
い水準での安心が求められます。今回は当社
ホテル事業部：ＡＮＡホリデイ・イン仙台で
の取り組みをご紹介いたします。
　当ホテルでは、定期の避難訓練、消防設備
の維持・メンテナンスはもちろんのこと、消
防技術研修会や救命講習といった社外で行わ
れる研修にも積極的に参加させていただいて
おります。特に入社して日が浅いスタッフは、
消火器・消火栓・AED 等救命道具に触ること
も使うこともなかった人間が
大半です。しかし、いざとい
うときにはこれらを使ってお
客様とホテルを守ることが仕
事にもなりえます。このため
の知識・経験を積める貴重な
機会として役立っています。
　施設面では、管轄である若林
消防署様ご指導の下、平成 26
年来、防火安全上の基準に適合
する「表示マーク」の交付や防
火対象物点検報告に関する特例
認定をいただいています。日ご
ろの防火に対する取り組み、関
係法令への順守状況を外部の目
で審査いただき、結果が形と
なっていることは、見知らぬ土
地・初めての施設で過ごされる
お客様にとっても大きな安心材

料につながっています。
　また、防災の取り組みとして、仙台市危機
管理室様と連携協定を締結し、災害・有事の
際に帰宅困難となった方の一時滞在場所とし
て、当ホテルを役立てていただくことになっ
ています。幸いにして、今のところ活用され
るケースは起きておりませんが、物資の備蓄
や非常時通信網を常備して、受入れが必要と
される事態に備えています。これは東日本大
震災の際に、周辺住民の方が当ホテルのロビー
に自然と集まり、発災した日の夜を過ごして
いただいた経験から、人が集まる場所＝安心
な場所として貢献できると考え、取組んでい
るものになります。
　当社ではホテル事業だけでなく、各事業に
おいて、いかに地域に貢献し、長く必要とさ
れ続けるかを大事にしております。防火・防
災、安全・安心はその基盤となるものとして、
今後も取組みを続けてまいります。
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